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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考
（ イケダ　モリオ ）

池田　守男

（平成17年6月）

（ アクト　ヒロシ ） （ ムラカミ　ヨウイチロウ ）

飽戸　弘 村上　陽一郎

（平成22年4月） （平成22年4月）

（ マスダ　ヒロシ ）

増田　弘

（平成22年4月）

〈国際社会学科〉

（ ヨシカワ　ケンジ ）

吉川　健治

（平成22年4月）

〈国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科〉 〈国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科〉

（ シンドウ　クミコ ） （ モチヅキ　トシヒロ ）

進藤　久美子 望月　敏弘

（平成22年4月） （平成23年4月）

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２０年度に報告済の内容　→（20）

　　　　　　平成２３年度に報告する内容　→（23）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

学　　長
学長定年のため。
平成22年4月1日（22）

学 部 長

学科長等

任期満了のため。
平成23年4月1日（23）

理 事 長

　　　〒２２６－００１５
　　　　神奈川県横浜市緑区三保町３２番地

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（４） 管理運営組織

職　　名

（３） 大学の位置

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　東　洋　英　和　女　学　院

（２） 大　学　名
　　　　東　洋　英　和　女　学　院　　大　　学
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〈国際社会学部　国際社会学科〉

　　　に報告書を作成してください。

　国際社会学部

　　国際社会学科

　学士（社会科学）

〈国際社会学部　国際コミュニケーション学科〉

国際社会学部

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

　学士（社会科学）

480

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画

備　　　　　考
修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　・　様式は，平成２０年度開設の４年制の学科の場合（平成２３年度までの４年間）ですが，開設年度・
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

4

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画

120 － 480

年 人 年次 人

人

備　　　　　考
修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

人

4 120 －
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〈国際社会学部　国際社会学科〉
対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 120人 ‐人 120人 ‐人

957 531
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　‐　) (　‐　) (　‐　) (　‐　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ 2 ] [ ‐ ]
936 518

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　‐　) (　‐　) (　‐　) (　‐　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ 2 ] [ ‐ ]
356 376

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　‐　) (　‐　) (　‐　) (　‐　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ 2 ] [ ‐ ]
149 145

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　‐　) (　‐　) (　‐　) (　‐　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ 2 ] [ ‐ ]
入学定員超過率

Ｂ／Ａ

〈国際社会学部　国際コミュニケーション学科〉
対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 120人 ‐人 120人 ‐人

774 662
(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　‐　) (　‐　) (　‐　) (　‐　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ ‐ ]
768 652

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　‐　) (　‐　) (　‐　) (　‐　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ ‐ ]
342 432

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　‐　) (　‐　) (　‐　) (　‐　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ ‐ ]
139 146

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　‐　) (　‐　) (　‐　) (　‐　)

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ ‐ ] [ ‐ ]
入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　ください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

1.23倍

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平均入学定員
超 過 率

備　　考

Ａ　 入学定員

1.19倍

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.24

(　　‐ 　)
[ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　‐　 ] [ 　‐　 ]

志願者数

Ａ　 入学定員
(　　 　) (　　 　) (　　‐ 　)

1.21

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平均入学定員
超 過 率

備　　考

(　　 　) (　　 　) (　　‐ 　) (　　‐ 　)
[ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　‐　 ] [ 　‐　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.16 1.22

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

（注）・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる
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〈国際社会学部　国際社会学科〉

対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　 　] [　 　] [　 　] [　 　] [　1  ] [　-  ] [　2  ] [　-  ]

149 - 145 -

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　1  ] [　-  ]

144 -

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

[　　 ] [　 　]

〈国際社会学部　国際コミュニケーション学科〉

対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　 　] [　 　] [　 　] [　 　] [　-  ] [　-  ] [　-  ] [　-  ]

139 ‐ 146 ‐

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　-  ] [　-  ]

136 ‐

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

[　　 ] [　 　]

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学整数を記入してください。

　　　・　「平成２３年度」には，平成２３年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　・　「平成２０～２２年度」には，確定した数値を記入してください。

（注）・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

１年次

２年次

３年次

４年次

計
[　　　 　] [　　　　 ] [　　1　　 ] [　　3　　 ]

149 289

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度
備　　　　　考

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

計
[　　　 　] [　　　　 ] [　　‐　 ] [　　‐　 ]

139 282
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〈国際社会学部　国際社会学科〉

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 　人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 5人 うち平成２２年度 149人

〈国際社会学部　国際コミュニケーション学科〉

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

[　　　] [　　　]

うち平成２０年度入学者 　人 うち平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 3人 うち平成２２年度 139人

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度における退学者数】を，【当該対象年度の入学者数＋当該対象年度の

　　　　前年度までの確定した在学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下

　　　　第１位までを記入してください。なお，参考までに例示を添付しますので，そちらをご参照ください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

（注）・　各年度の退学者数・在学者数については，該当年度間（例えば，平成22年度であれば，平成22年4月1日から平成23年3月末

　　　　まで）の状況を記載してください。また，数字については確定した数値を記入してください。

　　　・　　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる
　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）
　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載

平成２１年度

（平成21年4月1日～
平成22年3月31日）

計 （累積）計

　　　 ％

（主な退学理由）

平成２２年度

（平成22年4月1日～
平成23年3月31日）

計 （累積）計

3.4％

（主な退学理由）
・他の教育機関への入学　　5人

　　　　　　区　分

 対象年度
退学者数（ａ） 在学者数（ｂ）

入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

平成２０年度

（平成20年4月1日～
平成21年3月31日）

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

　　　　　　区　分

 対象年度
退学者数（ａ） 在学者数（ｂ）

入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

平成２０年度

（平成20年4月1日～
平成21年3月31日）

計 （累積）計
　　　 ％

（主な退学理由）

計 （累積）計
　　　 ％

（主な退学理由）

平成２１年度

（平成21年4月1日～
平成22年3月31日）

計 （累積）計

　　　 ％

（主な退学理由）

平成２２年度

（平成22年4月1日～
平成23年3月31日）

計 （累積）計

2.2％

（主な退学理由）
・他の教育機関への入学　　1人
・海外留学　　　　　　　　1人
・除籍　　　　　　　　　　1人
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

キリスト教概論A 1前･後 2

キリスト教概論B 1前･後 2

キリスト教と現代A（平和） 2後 2

キリスト教と現代B（歴史） 2後 2

キリスト教と現代C（教育） 2前 2

キリスト教と現代D（美術） 2後 2

キリスト教と現代E（音楽） 2前 2

キリスト教思想史 2前 2

聖書学A 2後 2

聖書学B 2後 2

女性学 1･2前･後 2

キャリア設計 1･2前 2 2 1

人権論 1･2後 2

現代社会と福祉 1･2前 2

女性と福祉 1･2後 2

ボランティア学習 1･2後 2

健康と運動の科学A（健康） 1･2･3前･後 2 1

健康と運動の科学B（技術） 1･2･3前･後 2 1

健康と運動の科学C（文化） 1･2･3前･後 2

健康と運動の科学D（福祉） 1･2･3前･後 2

健康科学概論 2･3前 2

健康科学 2･3前･後 1 1
数学リテラシーA 1･2前 2
数学リテラシーB 1･2後 2
数学リテラシーC 1･2前 2
統計学 1･2後 2
基礎情報科学Ⅰ 1前 2 1
基礎情報科学Ⅱ 1後 2 1
アプリケーション応用A 2前 2
アプリケーション応用B 2後 2
コンピュータ言語 2･3･4後 2 1
情報検索 2前･後 2
日本語表現 1･2前･後 2

World of English Ⅰ 1･2前 2

World of English Ⅱ 1･2後 2 1

歴史A（近代日本史） 1･2前 2

歴史B（西洋史） 1･2前･後 2

歴史C（現代史） 1･2後 2 1

日本国憲法 1･2後 2 1

人間と社会A（文学と歴史） 1･2･3後 2

1･2･3前 2

Freshman English AⅠ 1前 1 1

Freshman English AⅡ 1後 1 1

Freshman English BⅠ 1前 1 1 1 1

Freshman English BⅡ 1後 1 1 1 1

Freshman English CⅠ 1前 1 1 1

Freshman English CⅡ 1後 1 1 1

Sophomore English AⅠ 2前 1 1

Sophomore English BⅠ 2前 1 1 1 1

Sophomore English BⅡ 2後 1 1 1 1

Sophomore English CⅠ 2前 1 1 1

Sophomore English CⅡ 2後 1 1 1

准教授→教授職位変更(22)

准教授→教授職位変更(22)

准教授→教授職位変更(22)

准教授→教授職位変更(22)

人間と社会B（ことば（言語）の世界を考える）

専任教員等の配置
備考

准教授→教授職位変更(22)

基
礎
英
語
群

担当者変更のため(23)

担当者変更のため(23)

准教授→教授職位変更(22)

全
　
学
　
共
　
通
　
科
　
目

キ
リ
ス
ト
教
学

女
性
・
キ
ャ

リ
ア
・
福
祉
・
健
康

数
理
・
統
計

２　授業科目の概要

＜国際社会学部　国際社会学科＞

（１） 授業科目表

科目区分 授業科目の名称 配当年次
単位数

准教授→教授職位変更(22)

准教授→教授職位変更(22)

情
報
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

兼任に担当者変更
(23)

基
礎
講
座

担当者変更のため(23)

教育の充実を図るため増員(22)

- 6 -



必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手
専任教員等の配置

備考科目区分 授業科目の名称 配当年次
単位数

Advanced English A 3･4前 1 1

Advanced English B 3･4後 1 1

Advanced English C 3･4前 1 1 1

Advanced English D 3･4後 1 1 1

Advanced English E 3･4前 1 1 1 1

海外英語実習A 1前 2

海外英語実習B 2･3･4前 2

初級フランス語Ⅰ　 1前 2

初級フランス語Ⅱ 1後 2

初級ドイツ語Ⅰ 1前 2
初級ドイツ語Ⅱ 1後 2

初級スペイン語Ⅰ 1前 2

初級スペイン語Ⅱ 1後 2

初級中国語Ⅰ 1前 2

初級中国語Ⅱ 1後 2

初級ハングルⅠ 1前 2

初級ハングルⅡ 1後 2

選択外国語Ⅰ 2･3･4前･後 1

選択外国語Ⅱ 2･3･4前･後 1

選択外国語Ⅲ 2･3･4前･後 1

選択外国語Ⅳ 2･3･4前･後 1

選択外国語Ⅴ 2･3･4前･後 1

選択外国語Ⅵ 2･3･4前･後 1

中級フランス語Ⅰ 2前 1

中級フランス語Ⅱ 2後 1
中級ドイツ語Ⅰ 2前 1

中級ドイツ語Ⅱ 2後 1

中級スペイン語Ⅰ 2前 1

中級スペイン語Ⅱ 2後 1

中級中国語Ⅰ 2前 1

中級中国語Ⅱ 2後 1

中級ハングルⅠ 2前 1

中級ハングルⅡ 2後 1

上級フランス語Ⅰ 3･4前 1

上級フランス語Ⅱ 3･4後 1

上級ドイツ語Ⅰ 3･4前 1

上級ドイツ語Ⅱ 3･4後 1

上級スペイン語Ⅰ 3･4前 1

上級スペイン語Ⅱ 3･4後 1

上級中国語Ⅰ 3･4前 1
上級中国語Ⅱ 3･4後 1

上級ハングルⅠ 3･4前 1 1

上級ハングルⅡ 3･4後 1 1

日本語AⅠ 1前 1

日本語AⅡ 1後 1

日本語BⅠ 1前 1

日本語BⅡ 1後 1

日本語CⅠ 1前 1

日本語CⅡ 1後 1

法学 1･2前 2 1

政治学 1･2後 2 1

政治史 1･2前 2

経済学 1･2後 2 1

経済史 1･2前 2 1

国際関係入門 1･2前 2 1

国際協力入門 1･2後 2 1

地域研究入門 1･2後 2 1

Extensive English Program A 1･2前 2 1 1

Extensive English Program B 1･2後 2

Extensive English Program C 1･2前 2 1

国際理解のための英語 3･4後 2

国際コミュニケーションのための英語 3･4前 2

留
学
生
対
象
特
設

科
目

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

学
部
共
通
科
目

定年退職のため(23)

准教授→教授職位変更(22)

全
　
学
　
共
　
通
　
科
　
目

選
択
英
語
群

准教授→教授職位変更(22)

准教授→教授職位変更(22)

准教授→教授職位変更(22)

第
２
外
国
語
群

担当者死亡のため担当科目追加(22)

担当者死亡のため担当科目追加(22)
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手
専任教員等の配置

備考科目区分 授業科目の名称 配当年次
単位数

6 2

フレッシュマンセミナー 1前 1 5 3 1

6

7 2

国際社会基礎演習Ⅰ 2前 2 6 3 1

6

7 2
国際社会基礎演習Ⅱ 2後 2 6 3 1

国際関係論Ⅰ 2･3前 2 1 1

国際関係論Ⅱ 2･3後 2 1 1
国際関係史Ⅰ 2･3前 2 1
国際関係史Ⅱ 2･3後 2 1
国際協力論　 2･3前 2 1
国際社会学 2･3後 2 1
政治思想 1･2前 2
社会思想 1･2後 2
哲学概論 1･2後 2
外国史概説 1･2後 2
日本史概説 1･2後 2
世界地誌 1･2前 2
人文地理学 1･2後 2
自然地理学 1･2後 2
メディアに見る世界の動き 1･2後 2 1
平和のための社会システム 1･2前 2 1

5
6 2

国際社会演習Ⅰ 3前 2 5 3 1
5

6 2

国際社会演習Ⅱ 3後 2 5 3 1
5

6 2

国際社会演習Ⅲ 4前 2 5 3 1
5

6 2

国際社会演習Ⅳ 4後 2 5 3 1
2

プロジェクト演習 1･2･3･4前･後 2 1 1

外交論A 2･3前 2 1
外交論B 2･3後 2 1
日本外交史Ⅰ 2･3前 2 1
日本外交史Ⅱ 2･3後 2 1
比較政治社会学 2･3後 2 1
現代の日本の政治 2･3後 2
政治心理学 2･3前 2
政治的コミュニケーション論 2･3後 2
紛争解決論 2･3前 2 1
日米関係論 2･3前 2 1
国際機構論 2･3前 2 1
国際NGO論 2･3前 2 1
国際開発論 2･3後 2 1
国際ボランティア論 2･3前 2 1
地域紛争論 2･3後 2
安全保障論 2･3前 2 1 1
世界システム論 2･3後 2 1 1
世界人権論 2･3前 2
南北問題 2･3後 2 1
アメリカ・カナダ入門 2･3前 2 1
ヨーロッパ入門 2･3前 2
アジア入門 2･3前 2
中東入門 2･3前 2
ラテンアメリカ入門 2･3前 2 1

データで読む社会 2･3前 2 1
社会経済のための数学 2･3前 2 1
社会統計学Ⅰ 2･3前 2
社会統計学Ⅱ 2･3後 2
調査データ分析A 2･3前 2
調査データ分析B 2･3後 2
社会調査法 2･3前 2
社会調査演習Ⅰ 2･3前 2
社会調査演習Ⅱ 2･3後 2
データマイニング 2･3前 2 1
公共社会選択論 2･3後 2 1
移民・難民問題 2･3後 2 1
公共と福祉の経済学 2･3前 2 1
環境と技術 2･3後 2
地球環境論 2･3前 2

教育の充実を図るため増員(22)

定年退職のため(23)

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(22)

定年退職のため(23)

社
会
経
済
科
目
群

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(23)

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

学
　
科
　
基
　
礎
　
科
　
目

教育の充実を図るため増員(22)

定年退職のため(23)

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(22)

定年退職のため(23)

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(22)

国
際
関
係
科
目
群

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

定年退職のため(23)

学
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

演
習

教育の充実を図るため増員(22)

定年退職のため(23)

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

定年退職のため(23)

定年退職のため(23)
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手
専任教員等の配置

備考科目区分 授業科目の名称 配当年次
単位数

コミュニティ・マネジメント 2･3後 2 1
社会保障論 2･3前 2
低所得者世帯支援論 2･3後 2
社会学概論Ⅰ 2･3前 2
社会学概論Ⅱ 2･3後 2
文化人類学 2･3前 2
市場のしくみ（ミクロ経済学Ⅰ） 2･3前 2 1
市場と社会（ミクロ経済学Ⅱ） 2･3後 2 1
経営学 2･3前 2
マーケティング論 2･3前 2
企業戦略ゲーム論 2･3後 2 1
グローバル経済論 2･3後 2 1
金融経済論 2･3前 2
会計学Ⅰ 2･3前 2
会計学Ⅱ 2･3後 2
情報の経済学 2･3前 2 1
国家経済のしくみ（マクロ経済学Ⅰ） 2･3前 2 1
経済の成長と発展（マクロ経済学Ⅱ） 2･3後 2 1
国際経済学 2･3前 2 1
経済政策Ⅰ 2･3前 2 1
経済政策Ⅱ 2･3後 2 1
開発経済学 2･3後 2 1
ジャーナリズム論Ⅰ 2･3前 2 1
ジャーナリズム論Ⅱ 2･3後 2
リスクコミュニケーション 2･3前 2
パーソナルコミュニケーションA 2･3前 2
パーソナルコミュニケーションB 2･3後 2
コミュニケーション論 2･3前 2 1
アナウンス技術論 2･3後 2
マスコミュニケーション論A 2･3前 2
マスコミュニケーション論B 2･3後 2
マルチメディア論A 2･3前 2
マルチメディア論B 2･3後 2
ウェブサイト構築Ⅰ 2･3前 2 1
ウェブサイト構築Ⅱ 2･3後 2 1
メディア心理学 2･3前 2 1
広告論 2･3後 2 1
メディア・リテラシーⅠ 2･3前 2 1 1
メディア・リテラシーⅡ 2･3後 2 1 1
グローバリゼーションとメディア 2･3前 2 1
共創のためのメディア・デザイン 2･3後 2
ノンバーバル・コミュニケーション 2･3前 2
国際社会特殊講義A 2･3前 2 1
国際社会特殊講義B 2･3後 2
国際社会特殊講義C 2･3前 2

国際社会ワークショップⅠ 2･3前 2 1
国際社会ワークショップⅡ 2･3後 2 1
国際社会ワークショップⅢ 2･3後 2 1

2
インターンシップⅠ 2･3前 2 1
インターンシップⅡ 2･3後 2 1 1 1
ボランティア実践A 2･3前 2 1
ボランティア実践B 2･3後 2 1
メディア・ワークショップ 2･3前 2

計 必　修 計

　 科目 　 科目 　 科目 科目 科目 　 科目 科目 科目

231 23
[　0　]

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，
　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，設置時の計画
　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　0　] [　0　] [　0　]

23 208 0 208 0 231

　　　　反映させてください。（ただし、「（３）未開講科目」欄には記載する必要はありません）。

（２） 授業科目数

届　出　時　の　計　画 変　更　状　況
備　考

必　修 選　択 自　由 選　択 自　由

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。
　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。
　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に
　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記載してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し
　　　　修正をしてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても，「（１）授業科目表」にはその状況を

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(22)

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上
　　　　で，前年度報告時（平成２２年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

実
践
科
目
群

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

学
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

社
会
経
済
科
目
群

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(23)

メ
デ
ィ

ア
社
会
科
目
群

担当者変更のため(23)

担当者変更のため(23)
教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(23)

特
殊
講
義

教育の充実を図るため増員(22)
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 日米関係論 2 2 専門 選択
隔年開講であったのに明記しなかったため。
代替措置はなし。

２ ヨーロッパ入門 2 2 専門 選択
隔年開講であったのに明記しなかったため。
代替措置はなし。

３ 公共社会選択論 2 2 専門 選択
隔年開講であったのに明記しなかったため。
代替措置はなし。

４ マーケティング論 2 2 専門 選択

担当である兼任講師の都合で時間が取れず休
講となった。
代替教員を捜したが見つからなかった。代替
措置はなし。

５ リスクコミュニケーション 2 2 専門 選択
隔年開講であったのに明記しなかったため。
代替措置はなし。

６ パーソナルコミュニケーションA 2 2 専門 選択
担当者が3月31日に死亡したため。
時間的余裕なかったので代替措置はなし。

７ パーソナルコミュニケーションB 2 2 専門 選択
担当者が3月31日に死亡したため。
時間的余裕なかったので代替措置はなし。

８ マスコミュニケーション論A 2 2 専門 選択

担当者が3月31日に死亡したためであるが、
後期科目であるため現在担当者を捜している
ところである。
代替措置については未定。

９ マスコミュニケーション論B 2 2 専門 選択

担当者が3月31日に死亡したためであるが、
後期科目であるため現在担当者を捜している
ところである。
代替措置については未定。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（注）・届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　未開講となった科目のうち「日米関係論」・「ヨーロッパ入門」・「公共社会選択論」・「リスクコミュニケーショ
ン」は隔年開講としてカリキュラムを作成したつもりであったが、「隔年」が抜けてしまった。学生への周知は『履修
の手引き』に本年度休講と明記してあるので混乱は起きていない。平成24年度には開講する予定であり、学生への説明
もオリエンテーション週間に行っている。
　「パーソナルコミュニケーションA」・「パーソナルコミュニケーションB」・「マスコミュニケーション論A」・「マ
スコミュニケーション論B」については、担当者が23年3月31日に亡くなるという事態になり、前期科目である「集団心
理学」は休講の処置しかできなかった。後期科目である「マスコミ心理学」については担当者を捜している。学生への
周知については、死亡という連絡と共に行なったので、理解はされている。不利益が生じないよう今年度中に体制を整
える予定である。
　「マーケティング論」については、兼任講師に依頼し時間割に組み入れていたが都合が悪くなり、代替教員も見つか
らなかったので、やむなく休講処置となった。『履修の手引き』に「本年度休講」と明記してあるので混乱は起きてい
ない。

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。（ただし，未開講

　　　　科目があった場合は，（１）「授業科目表」にその状況を反映させてください。）

（４） 廃止科目

- 10 -



（　9　）

（ 231 ）

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.03

届出時の計画の授業科目数の計

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合
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必修選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

2 0

キリスト教概論A 1前･後 2 1 1

2 0 　
キリスト教概論B 1前･後 2 1 1

1 0
キリスト教と現代A（平和） 2後 2 1

キリスト教と現代B（歴史） 2後 2 1

キリスト教と現代C（教育） 2前 2

キリスト教と現代D（美術） 2後 2

キリスト教と現代E（音楽） 2前 2

1 0

キリスト教思想史 2前 2 1

1 0

聖書学A 2後 2 1

1 0

聖書学B 2後 2 1
女性学 1･2前･後 2
キャリア設計 1･2前 2
人権論 1･2後 2
現代社会と福祉 1･2前 2
女性と福祉 1･2後 2
ボランティア学習 1･2後 2
健康と運動の科学A（健康） 1･2･3前･後 2
健康と運動の科学B（技術） 1･2･3前･後 2
健康と運動の科学C（文化） 1･2･3前･後 2
健康と運動の科学D（福祉） 1･2･3前･後 2
健康科学概論 2･3前 2
健康科学 2･3前･後 1
数学リテラシーA 1･2前 2
数学リテラシーB 1･2後 2
数学リテラシーC 1･2前 2
統計学 1･2後 2

基礎情報科学Ⅰ 1前 2
基礎情報科学Ⅱ 1後 2
アプリケーション応用A 2前 2
アプリケーション応用B 2後 2
コンピュータ言語 2･3･4後 2
情報検索 2前･後 2

日本語表現 1･2前･後 2 1 1
World of English Ⅰ 1･2前 2 2
World of English Ⅱ 1･2後 2 1
歴史A（近代日本史） 1･2前 2

2
歴史B（西洋史） 1･2前･後 2 1
歴史C（現代史） 1･2後 2
日本国憲法 1･2後 2
人間と社会A（文学と歴史） 1･2･3後 2 1

1･2･3前 2 2 1
3

Freshman English AⅠ 1前 1 2 1
3

Freshman English AⅡ 1後 1 2 1
3

Freshman English BⅠ 1前 1 2 1 1
3

Freshman English BⅡ 1後 1 2 1 1
1

Freshman English CⅠ 1前 1 2 1
1

Freshman English CⅡ 1後 1 2 1
3

Sophomore English AⅠ 2前 1 2 1
3

Sophomore English AⅡ 2後 1 2 1
1

Sophomore English BⅠ 2前 1 2 1
1

Sophomore English BⅡ 2後 1 2 1
Sophomore English CⅠ 2前 1 2 1
Sophomore English CⅡ 2後 1 2 1

准教授→教授職位変更(23)

准教授→教授職位変更(23)

准教授→教授職位変更(23)

担当者を兼任講師に変更(23)

担当者を兼任講師に変更(23)

准教授→教授職位変更(23)

准教授→教授職位変更(23)

担当者を兼任講師に変更(23)

全
　
学
　
共
　
通
　
科
　
目

　

基
礎
講
座

担当者変更のため(23)

教育の充実を図るため増員(22)

人間と社会B（ことば（言語）の世界を考える）

　
准教授→教授職位変更(22)

　
准教授→教授職位変更(22)

　
准教授→教授職位変更(22)

担当者を兼任講師に変更(23)

基
礎
英
語
群

准教授→教授職位変更(23)

２　授業科目の概要

＜国際社会学部　国際コミュニケーション学科＞

（１） 授業科目表

科目区分 授業科目の名称 配当年次
単位数 専任教員等の配置

備考

キ
リ
ス
ト
教
学

准教授→教授職位変更(22)

准教授→教授職位変更(22)

准教授→教授職位変更(22)

女
性
・
キ
ャ

リ
ア
・
福
祉
・
健
康
数
理
・
統
計
情
報
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
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必修選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手
科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置
備考

2
Advanced English A 3･4前 1 1 1
Advanced English B 3･4後 1 1
Advanced English C 3･4前 1 1 1
Advanced English D 3･4後 1 1 1
Advanced English E 3･4前 1 2 1
海外英語実習A 1前 2 1
海外英語実習B 2･3･4前 2 1
初級フランス語Ⅰ　 1前 2
初級フランス語Ⅱ 1後 2
初級ドイツ語Ⅰ 1前 2
初級ドイツ語Ⅱ 1後 2
初級スペイン語Ⅰ 1前 2
初級スペイン語Ⅱ 1後 2
初級中国語Ⅰ 1前 2
初級中国語Ⅱ 1後 2
初級ハングルⅠ 1前 2
初級ハングルⅡ 1後 2
選択外国語Ⅰ 2･3･4前･後 1 1
選択外国語Ⅱ 2･3･4前･後 1 1
選択外国語Ⅲ 2･3･4前･後 1 1
選択外国語Ⅳ 2･3･4前･後 1 1
選択外国語Ⅴ 2･3･4前･後 1 1
選択外国語Ⅵ 2･3･4前･後 1 1
中級フランス語Ⅰ 2前 1
中級フランス語Ⅱ 2後 1
中級ドイツ語Ⅰ 2前 1
中級ドイツ語Ⅱ 2後 1
中級スペイン語Ⅰ 2前 1
中級スペイン語Ⅱ 2後 1
中級中国語Ⅰ 2前 1 1
中級中国語Ⅱ 2後 1 1
中級ハングルⅠ 2前 1
中級ハングルⅡ 2後 1
上級フランス語Ⅰ 3･4前 1
上級フランス語Ⅱ 3･4後 1
上級ドイツ語Ⅰ 3･4前 1
上級ドイツ語Ⅱ 3･4後 1
上級スペイン語Ⅰ 3･4前 1
上級スペイン語Ⅱ 3･4後 1
上級中国語Ⅰ 3･4前 1
上級中国語Ⅱ 3･4後 1
上級ハングルⅠ 3･4前 1 1

上級ハングルⅡ 3･4後 1 1

日本語AⅠ 1前 1 1

日本語AⅡ 1後 1 1

日本語BⅠ 1前 1 1
日本語BⅡ 1後 1 1
日本語CⅠ 1前 1 1
日本語CⅡ 1後 1 1

法学 1･2前 2
政治学 1･2後 2
政治史 1･2前 2
経済学 1･2後 2
経済史 1･2前 2
国際関係入門 1･2前 2
国際協力入門 1･2後 2
地域研究入門 1･2後 2
Extensive English Program A 1･2前 2
Extensive English Program B 1･2後 2 1
Extensive English Program C 1･2前 2
国際理解のための英語 3･4後 2 1

国際コミュニケーションのための英語 3･4前 2 1 　

5
フレッシュマンセミナー 1前 1 4 1 1

7
国際社会基礎演習Ⅰ 2前 2 6 1 1
グローバリゼーションと日本 2前 2 1

7
国際社会基礎演習Ⅱ 2後 2 6 1 1
国際関係論Ⅰ 2･3前 2
国際関係論Ⅱ 2･3後 2
国際関係史Ⅰ 2･3前 2
国際関係史Ⅱ 2･3後 2
国際協力論 2･3前 2
国際社会学 2･3後 2
Study Abroad Preparation 2前 2 1
社会学 1･2前 2
異文化コミュニケーション入門 1･2後 2
英語学概論A 1･2前 2 1
英語学概論B 1･2後 2 1
哲学概論 1･2後 2
平和のための社会システム 1･2前 2
外国史概説 1･2後 2 1
人文地理学 1･2後 2
自然地理学 1･2後 2

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

学
科
基
礎
科
目

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
科
目

就任辞退のため担当追加(22)

就任辞退のため担当追加(22)

全
　
学
　
共
　
通
　
科
　
目

選
択
英
語
群

准教授→教授職位変更(23)

第
２
外
国
語
群

担当者死亡のため担当科目追加(22)

担当者死亡のため担当科目追加(22)

留
学
生
対
象
特

設
科
目

就任辞退のため担当追加(22)

- 13 -



必修選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手
科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置
備考

国際社会海外演習Ⅰ 2･3前 2 1
国際社会海外演習Ⅱ 2･3後 2 1

7
国際社会演習Ⅰ 3前 2 6 1

7
国際社会演習Ⅱ 3後 2 6 1

7
国際社会演習Ⅲ 4前 2 6 1

7
国際社会演習Ⅳ 4後 2 6 1
プロジェクト演習 1･2･3･4前･後 2 1
文化人類学 2･3前 2
異文化コミュニケーション論 2･3前 2
比較文化論 2･3前 2 1
グローバリゼーションと文化 2･3前 2
グローバリゼーションとジェンダー 2･3前 2 1
グローバリゼーションとメディア 2･3後 2
グローバリズムの思想 2･3後 2
国際機構論 2･3前 2
国際NGO論 2･3前 2
国際開発論 2･3後 2
国際ボランティア論 2･3前 2
地域紛争論 2･3後 2 1
地球環境論 2･3前 2
南北問題 2･3後 2
移民・難民問題 2･3後 2
世界人権論 2･3前 2 1
多文化社会論 2･3後 2 1
世界システム論 2･3後 2
海外研修 2･3前･後 2 1
英語で学ぶ国際問題A 2･3前 2 1

2
英語で学ぶ国際問題B 2･3後 2 1
英語で学ぶ国際問題C 2･3後 2 1
英語で学ぶ地域問題A 2･3後 2 1
英語で学ぶ地域問題B 2･3前 2 1
英語で学ぶ地域問題C 2･3前 2
英米表現文化で学ぶ地域問題A 2･3前 2 1 1
英米表現文化で学ぶ地域問題B 2･3後 2 1 1
英語で学ぶ言語文化A 2･3前 2 1
英語で学ぶ言語文化B 2･3後 2 1
ヨーロッパの現代を読むⅠ 2･3前 2
ヨーロッパの現代を読むⅡ 2･3後 2
アジアの現代を読むⅠ 2･3前 2 1 1
アジアの現代を読むⅡ 2･3後 2 1 1
古典語で学ぶアジア・ヨーロッパA 2･3前 2
古典語で学ぶアジア・ヨーロッパB 2･3後 2 1

1 0
古典語で学ぶアジア・ヨーロッパC 2･3後 2  1

1 0
古典語で学ぶアジア・ヨーロッパD 2･3前 2  1
アメリカ･カナダ入門A 2･3前 2
アメリカ･カナダ入門B 2･3前 2 1
英米表現文化A 2･3前 2 1
英米表現文化B 2･3前 2 1
ヨーロッパ入門A 2･3前 2 1
ヨーロッパ入門B 2･3前 2
アジア入門A 2･3前 2 1
アジア入門B 2･3前 2
アジア入門C 2･3前 2 1
中東入門 2･3前 2 1
ラテンアメリカ入門 2･3前 2
オセアニア入門 2･3前 2
現代のアメリカ･カナダA 2･3後 2
現代のアメリカ･カナダB 2･3後 2 1
現代の英米表現文化A 2･3後 2 1 1

現代の英米表現文化B 2･3後 2 1 1

現代のヨーロッパA 2･3後 2 1
現代のヨーロッパB 2･3後 2
現代のアジアA 2･3後 2 1
現代のアジアB 2･3後 2
現代のアジアC 2･3後 2 1
現代の中東 2･3後 2 1
現代のオセアニア 2･3後 2
現代のラテンアメリカ 2･3後 2
宗教と国際社会 2･3後 2 1

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

学
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

地
域
研
究
科
目
群

教育の充実を図るため増員(22)

准教授→教授職位変更(23)

准教授→教授職位変更(23)

教育の充実を図るため増員(22)

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

学
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

演
習

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

教育の充実を図るため増員(22)

国
際
教
養
科
目
群

国
際
理
解
科
目
群

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(22)

准教授→教授職位変更(23)

准教授→教授職位変更(23)

准教授→教授職位変更(22)

准教授→教授職位変更(22)
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必修選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手
科目区分 授業科目の名称 配当年次

単位数 専任教員等の配置
備考

日本研究入門A 2･3前 2 1

日本研究入門B 2･3前 2 1
日本研究A 2･3後 2 1

日本研究B 2･3後 2 1
1 0

キリスト教と日本 2･3前 2 1
日本史概説 2･3後 2
日本文化研修 2･3後 2 1
日本文学 2･3前 2 1
日本語教育法AⅠ 1･2前 2 1
日本語教育法AⅡ 1･2後 2 1
日本語教育法BⅠ 2･3前 2 1
日本語教育法BⅡ 2･3後 2 1
日本語教育法CⅠ 2･3前 2 1
日本語教育法CⅡ 2･3後 2 1
日本語教育法DⅠ 3･4前 2
日本語教育法DⅡ 3･4後 2
Japanese Culture and History 2･3前 2 1
日英語比較対照研究 2･3後 2 1
日本の文化A 2･3前 2 1
日本の文化B 2･3後 2 1
国際コミュニケーション特殊講義A 2･3前 2 1
国際コミュニケーション特殊講義B 2･3後 2 1

国際コミュニケーション特殊講義C 2･3前 2 1

英米表現文化特殊講義 2･3後 2 1 1

計 必　修 計
　 科目 　 科目 　 科目 科目 科目 　 科目 科目 科目

228 23
[　0　]

　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

228
[　0　] [　0　] [　0　]

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画

自　由 選　択 自　由

23 205 0 205 0

　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記載してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

　　　　修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても，「（１）授業科目表」にはその状況を

　　　　反映させてください。（ただし、「（３）未開講科目」欄には記載する必要はありません）。

（２） 授業科目数

届　出　時　の　計　画 変　更　状　況
備　考

必　修 選　択

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２２年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に

担当者古川のり子研
修のため担当者変更

准教授→教授職位変更(22)

担当者を兼任講師に変更(23)

特
殊
講
義

教育の充実を図るため増員(23)

教育の充実を図るため増員(23)

准教授→教授職位変更(23)

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

学
　
科
　
専
　
門
　
科
　
目

日
本
文
化
科
目
群

担当者古川のり子研
修のため担当者変更
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ ヨーロッパの現代を読むⅡ 2 2 専門 選択
隔年開講であったのに明記しなかったため。
代替措置はなし。

２ 日本の文化B 2 2 専門 選択
隔年開講であったのに明記しなかったため。
代替措置はなし。

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

（　2　）

（ 228 ）

　　　　

未開講科目と廃止科目の計
＝ 0.00

届出時の計画の授業科目数の計

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

（注）・届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　「ヨーロッパの現代を読むⅡ」・「日本の文化B」は隔年開講としてカリキュラムを作成したつもりであったが、「隔
年」が抜けてしまった。学生への周知は『履修の手引き』に本年度休講と明記してあるので混乱は起きていない。平成
24年度には開講する予定であり、学生への説明もオリエンテーション週間に行っている。

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（３） 未開講科目

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。（ただし，未
        開講科目があった場合は，（１）「授業科目表」にその状況を反映させてください。）

（４） 廃止科目
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備考

学部全体

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 16,667㎡ ０ ㎡ ０ ㎡ 16,667㎡

運動場用地 10,342㎡ ０ ㎡ ０ ㎡ 10,342㎡

合　　　計 166,397 ㎡ ０ ㎡ ０ ㎡ 166,397 ㎡

大学全体

小　　　計 27,009㎡ ０ ㎡ ０ ㎡ 27,009㎡

計

そ　の　他 139,388㎡ ０ ㎡ ０ ㎡ 139,388㎡

大学全体

（　35,247　㎡） （　　　0　㎡） （　　　0　㎡） （　35,247　㎡）

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

35,247 ㎡ ０ ㎡ ０ ㎡ 35,247 ㎡

大学全体

（補助職員　　人）（補助職員　　1人）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数

　

国際社会学部（国際社会学科・国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科） 33 室

(３) 教　　室　　等

語学学習施設

３５室 ３２室 ０室
４室 ３室

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕

国際社会学部

130,000　〔 33,000　〕　 236〔115〕　 11〔 6 〕　 3,500 0 0

機械・器具 標　　本視聴覚資料

    123,000   32,000
  （120,000〔 31,000　〕）

           239  125
         （236〔115〕） （11〔 6 〕）

3,300
（3,000） （  0　） （  0  ）

点 点 点

0

    123,000   32,000
  （120,000〔 31,000　〕）

           239  125
         （236〔115〕） （11〔 6 〕）

3,300
（3,000） （  0　） （  0  ）

計

130,000　〔 33,000　〕　 236〔115〕　 11〔 6 〕　 3,500 0

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

大学全体
１，５５３　　㎡ グラウンド アクア･エクササイズセンター

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
５，４２２　　㎡ ４５５ ３１０，０００

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 460千円 460千円 図書購入費 32,000千円 32,000千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

32,000千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 6,000千円 6,000千円 設備購入費 10,000千円 10,000千円 10,000千円

学生１人当
り

納付金 1,440千円 1,040千円 1,040千円 1,040千円 千円 千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

　　　　届出時に数値を記載した学部等（平成２１年度届出以降）については，届出時の数値を黒字で記載いただき，平成２２年

　　　　５月１日現在の状況を赤字で見え消し修正してください。

　　　・運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定の数値を，下段には平成２２年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するととも

　　　　に，その理由及び報告年度「（22）」を「備考」に赤字で記入してください。

学生納付金以外の維持方法の概要 　私立大学等経常費補助金、雑収入　等

（注）・届出時の計画を設置届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　・「（３）教室等」「（５）図書・設備」等について，届出時に数値を記載する必要がなかった学部等（平成２０年度届出

　　　　以前）については，届出時の数値の記載は不要ですが，平成２２年５月１日現在の数値を赤字で記入してください。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍
人

人間科学部

  人間科学科  

   人間文化専攻  4  －  －  － 学士(人間科学)  － 平成19年度 H22年度より学生募集停止

   臨床心理・社会心理専攻 4  －  －  － 学士(人間科学)  － 平成19年度 H22年度より学生募集停止

   保育子ども専攻 4  －  －  － 学士(人間科学)  － 平成19年度 H22年度より学生募集停止

  人間福祉学科 4  －  －  － 学士(人間科学)  － 平成19年度 H22年度より学生募集停止

国際社会学部

 国際社会学科 同 上

  国際コミュニケーション専攻 4  －  －  － 学士(社会科学)  － 平成19年度 H22年度より学生募集停止

  社会システム専攻 4  －  －  － 学士(社会科学)  － 平成19年度 H22年度より学生募集停止

大学院

　人間科学研究科人間科学専攻 2 61  － 74 修士(人間科学) 0.82 平成５年度

　　人間科学研究科人間科学専攻博士後期課程 3 8  － 9 博士(人間科学) 0.89 平成14年度

　　国際協力研究科国際協力専攻修士課程 2 20  － 50 修士(社会科学) 0.40 平成15年度

　　　・「定員超過率」には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

４　既設大学等の状況

　東 洋 英 和 女 学 院 大 学

神奈川県横浜市
緑区三保町32

東京都港区六本木5
丁目14番40号

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の

　　　　学部，学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等

　　　　専門学校ごとに，平成２２年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

　　　・設置届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置して

　　　　いる場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期大学にお

　　　　いて専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成○年

　　　　より学生募集停止」と記入してください。

－ 18 －



５　教員組織の状況

＜国際社会学部　国際社会学科＞

（１） 担当教員表

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

　 フレッシュマンセミナー
専 教授 増田　弘 国際社会基礎演習Ⅰ

(学部長) （62） 平成22年4月 国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ

 国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
外交論A
外交論B
日本外交史Ⅰ
日本外交史Ⅱ
日米関係論

　 フレッシュマンセミナー
専 准教授 吉川　健治 平成22年4月 国際社会基礎演習Ⅰ

(学科主任) （48） 国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
国際NGO論
国際開発論
国際ボランティア論
国際協力入門
国際協力論

　 　 　 国際社会基礎演習Ⅰ 国際社会学
専 教授 三橋　利光 平成22年4月 国際社会基礎演習Ⅱ 兼任 講師 三橋　利光 平成23年4月 国際社会演習Ⅲ

（67） 国際社会学 （68） 国際社会演習Ⅳ
国際社会演習Ⅰ ラテンアメリカ入門
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
ラテンアメリカ入門
地域研究入門 兼担 教授 望月克也 平成23年4月 地域研究入門

（50）
　 　 　 国際関係入門
専 教授 高松　基之 平成22年4月 フレッシュマンセミナー

（63） 国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ
国際関係史Ⅰ
国際関係史Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
国際機構論　隔年
アメリカ・カナダ入門

　 　 　 フレッシュマンセミナー
専 教授 滝澤　三郎 平成22年4月 国際社会基礎演習Ⅰ

（62） 国際社会基礎演習Ⅱ
国際関係論Ⅰ
国際関係論Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
安全保障論
世界システム論
单北問題
移民・難民問題

　 　 　 基礎情報科学Ⅰ
専 教授 有田（宇野）　富美子 平成22年4月 基礎情報科学Ⅱ

（60） コンピュータ言語
フレッシュマンセミナー
国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ
データで読む社会
データマイニング
ウェブサイト構築Ⅰ
ウェブサイト構築Ⅱ

　 　 　 経済学
専 教授 宮崎　正康 平成22年4月 経済史

（60） フレッシュマンセミナー
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ

経済政策Ⅰ
経済政策Ⅱ
ボランティア実践A

変  更  状  況

氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名職　名 備　　考

三橋利光定年退職の
ため専任から兼任に変
更（23）

三橋利光定年退職の
ため担当者変更(23)

コミニュニティ・マネジメント　隔年

届　出 時 の 計 画

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

変  更  状  況

氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名職　名 備　　考

届　出 時 の 計 画

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名

　 　 　 国際社会基礎演習Ⅰ
専 教授 町田　幸彦 平成22年4月 国際社会基礎演習Ⅱ

（53） メディアに見る世界の動き
ジャーナリズム論Ⅰ
メディア・リテラシーⅠ
メディア・リテラシーⅡ
グローバリゼーションとメディア
国際社会ワークショップⅡ
広告論 兼任 講師 名倉　健司 平成23年4月 広告論 担当者変更(23)

（43）
専 教授 中岡　望 平成22年4月 グローバル経済論

（63） 国際経済学
国際社会特殊講義A
インターンシップⅡ
フレッシュマンセミナー
国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
プロジェクト演習

　 　 　 政治学
専 准教授 名嘉　憲夫 平成22年4月 フレッシュマンセミナー

（53） 国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
比較政治社会学
紛争解決論
コミニュケーション論
国際社会ワークショップⅢ

　 　 　 キャリア設計
専 准教授 澁谷　隆良 平成22年4月 健康と運動の科学A（健康）

（52） 健康と運動の科学B（技術）
健康科学

　 　 　 キャリア設計
専 准教授 長谷川　かおり 平成22年4月 平和のための社会システム

（46） 国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
社会経済のための数学
公共社会選択論
公共と福祉の経済学

企画戦略ゲーム論　隔年
情報の経済学　隔年

国際社会ワークショップⅠ
インターンシップⅡ
ボランティア実践B

　 　 　 日本国憲法
専 准教授 坪井　龍太 平成22年4月 法学

（45） フレッシュマンセミナー
国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ

　 　 　 Freshman　English　BⅠ
専 准教授 高橋　基治 平成22年4月 Freshman　English　BⅡ 教授

（44） Freshman　English　CⅠ
Freshman　English　CⅡ
Sophomore　English　BⅠ
Sophomore　English　BⅡ
Sophomore　English　CⅠ
Sophomore　English　CⅡ
Advanced　English　C
Advanced　English　D
Advanced　English　E
Extensive　English　Program　A

　 　 　 World　of　English　Ⅱ　※
専 講師 ソレイシィ スティーブン 平成22年4月 Freshman　English　AⅠ 兼任 講師 金子　真奈美 平成23年4月 Freshman　English　AⅠ 担当者変更(23)

（41） Freshman　English　AⅡ (41) Freshman　English　AⅡ
Freshman　English　BⅠ Sophomore　English　AⅠ
Freshman　English　BⅡ Sophomore　English　AⅡ
Sophomore　English　AⅠ
Sophomore　English　AⅡ
Sophomore　English　BⅠ
Sophomore　English　BⅡ
Advanced　English　A
Advanced　English　B
Advanced　English　E
Extensive　English　Program　C

　 　 　 インターンシップⅠ
専 講師 中嶌　剛 平成22年4月 インターンシップⅡ 専 講師 岡井（樋口）崇之 平成23年4月 キャリア設計

（35） キャリア設計 (36)
　

市場のしくみ（ミクロ経済学Ⅰ）　隔年

市場と社会（ミクロ経済学Ⅱ）　隔年

国家経済のしくみ（マクロ経済学Ⅰ）　隔年

経済の成長と発展（マクロ経済学Ⅱ）　隔年

教育の充実を図るため
増員(22)

准教授→教授へ職位
変更(22)

中嶌剛任期満了による
担当者変更(23)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

変  更  状  況

氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名職　名 備　　考

届　出 時 の 計 画

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名

安全保障論 　

専 講師 今野　茂充 平成22年4月 国際関係論Ⅰ
(34) 国際関係論Ⅱ

歴史C(現代史)
世界システム論
フレッシュマンセミナー
国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
プロジェクト演習

専 講師 小寺　敦之 平成23年4月 フレッシュマンセミナー
(34) 社会調査演習Ⅰ

社会調査演習Ⅱ
メディア心理学
メディア・リテラシーⅠ
メディア・リテラシーⅡ
インターンシップⅠ
国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
プロジェクト演習

　 　 　 統計学
兼担 教授 林　文 平成22年4月 社会統計学Ⅰ

（66） 社会統計学Ⅱ
調査データ分析B
社会調査法
社会調査演習Ⅰ
社会調査演習Ⅱ

　 　 　
兼担 教授 中村　捷 平成22年4月 Advanced　English　E

（65）
　 　 　

兼担 教授 進藤　久美子 平成22年4月 国際社会特殊講義C
（64）

　 　 　
兼担 教授 飯島　千雍子 平成22年4月 キリスト教と現代E（音楽）

（64）

　 　 　 キリスト教概論A
兼担 教授 吉岡　良昌 平成22年4月 キリスト教概論B

（62） キリスト教と現代C（教育）
　 　 　

兼担 教授 藤村 ﾌｧﾝｾﾞﾛｰ久美子 平成22年4月 女性学
（62）

　 　 　 キャリア設計
兼担 教授 川崎　末美 平成22年4月 社会調査演習Ⅰ

（61） 社会調査演習Ⅱ
　 　 　

兼担 教授 スイッペル　パトリシア 平成22年4月 World　of　English　Ⅰ
（61）

　 　 　
兼担 教授 石津　珠子 平成22年4月 キリスト教と現代D（美術）

（60）
　 　 　

兼担 教授 下坂　英 平成22年4月 環境と技術
（59）

　 　 　
兼担 教授 横倉　聡 平成22年4月 現代社会と福祉

（58）
　 　 　

兼担 教授 渡辺（岩田）　和子 平成22年4月

（58）

　 　 　 キリスト教概論A
兼担 教授 島　創平 平成22年4月 キリスト教概論B

（58） キリスト教と現代B（歴史）
歴史B（西洋史）
人間と社会A（文学と歴史）

　 　 　
兼担 教授 石渡　和実 平成22年4月 人権論

（57）

　 　 　 日本語表現
兼担 教授 与那覇　恵子 平成22年4月

（57） 日本語CⅠ
日本語CⅡ
選択外国語Ⅰ
選択外国語Ⅱ
選択外国語Ⅲ
選択外国語Ⅳ
選択外国語Ⅴ
選択外国語Ⅵ

　 　 　
兼担 教授 佐藤（山村）　智美 平成22年4月 社会学概論Ⅰ

（55） 社会学概論Ⅱ
 　 　 　

兼担 教授 村上　哲朗 平成22年4月 健康科学
（54）

人間と社会B（ことば（言語）の世界を考える）

人間と社会B（ことば（言語）の世界を考える）※

人間と社会B（ことば（言語）の世界を考える）※

教育の充実を図るため
新規採用(22)

教育の充実を図るため
新規採用(23)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

変  更  状  況

氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名職　名 備　　考

届　出 時 の 計 画

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名

　 　 　
兼担 教授 岡本　浩一 平成22年4月 World　of　English　Ⅰ　※

（54） リスクコミニュケーション
　

　 　 　 地域紛争論
兼担 教授 池田　明史 平成22年4月 世界人権論

（54） 中東入門

　 　 　 World　of　English　Ⅰ　※
兼担 教授 竹下　裕子 平成22年4月 World　of　English　Ⅱ　※

（53） Advanced　English　A
Advanced　English　B
Advanced　English　C
Advanced　English　D
Advanced　English　E
国際理解のための英語

　 　 　
兼担 教授 望月　敏弘 平成22年4月 アジア入門

（53）

　 　 　 健康と運動の科学A（健康）
兼担 教授 高木　栄作 平成22年4月 World　of　English　Ⅱ※ 専 准教授 澁谷　隆良 平成22年4月 健康と運動の科学A（健康）

（51） パーソナルコミニュケーションA (53)
パーソナルコミニュケーションB

兼担 教授 竹下（小島）裕子 平成22年4月 World of English Ⅱ※
マスコミニュケーション論A (54)
マスコミニュケーション論B 専 講師 小寺　敦之 平成23年4月 メディア心理学
メディア心理学 (34)

担当者未定

　 　 　
兼担 教授 古川　のり子 平成22年4月 世界地誌

（51） プロジェクト演習

兼担 教授 望月　克也 平成23年4月 プロジェクト演習
(50)

　 　 　 健康と運動の科学C（文化）
兼担 教授 西　洋子 平成22年4月 健康と運動の科学D（福祉）

（48） 健康科学概論
共創のためのメディア･デザイン
ノンバーバル･コミニュケーション

　 　 　 基礎情報科学Ⅰ
兼担 教授 柳沢　昌義 平成22年4月 基礎情報科学Ⅱ

（40） マルチメディア論A
マルチメディア論B
　

　 　 　 キリスト教概論A
兼担 准教授 三上　章 平成22年4月 キリスト教概論B 教授

（61） キリスト教と現代A（平和）
キリスト教思想史
聖書学A　隔年
聖書学B　隔年

　 　 　
兼担 准教授 赤枝　紅子 平成22年4月 Advanced　English　C

（58） Advanced　English　D
 　 　 　

兼担 准教授 林　直子 平成22年4月 女性と福祉
（58）

　 　 　
兼担 准教授 奥山　礼子 平成22年4月 Advanced　English　A 教授

（53）

　 　 　 キャリア設計
兼担 准教授 坪内　千明 平成22年4月 社会保障論 教授

（51） 低所得世帯支援論
　

　 　 　 日本語表現
兼担 准教授 足立　恭則 平成22年4月

（41） 海外英語実習A
海外英語実習B
日本語BⅠ
日本語BⅡ
　

　 　 Advanced　English　A
兼担 講師 丸山　有香 平成22年4月 Advanced　English　B

（34） Extensive　English　Program　B

　 　 グローバル経済論 専 教授 中岡　望 平成22年4月 グローバル経済論
兼任 講師 池間　誠 平成22年4月 国際経済学 (64) 国際経済学

（68） 開発経済学 開発経済学

　 　 　
兼任 講師 小林　孝雄 平成22年4月 メディア・ワークショップ

（65）

　 Freshman　English　BⅠ
兼任 講師 柿本　資子 平成22年4月 Freshman　English　BⅡ

（65） Freshman　English　CⅠ
Freshman　English　CⅡ

　 Sophomore　English　BⅠ
　 Sophomore　English　BⅡ

Sophomore　English　CⅠ
Sophomore　English　CⅡ

　 　
兼任 講師 遠藤　ふき子 平成22年4月 アナウンス技術論 兼任 講師 柴田　優子 平成23年4月 アナウンス技術論

（64） (64)

准教授→教授へ職位
変更(23)

高木栄作担当者死亡
のため担当者変更(23)

教育の充実を図るため
新規採用(23)

准教授→教授へ職位
変更(22)

准教授→教授へ職位
変更(23)

パーソナルコミニュケーションA 23年3月31日死亡のた
め担当者を捜す時間
がなく現在未定(23)

パーソナルコミニュケーションB

マスコミニュケーション論A
マスコミニュケーション論B

人間と社会B（ことば（言語）の世界を考える）※

池間誠退職のため担
当者変更(23)

遠藤ふき子退職のため
担当者変更(23)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

変  更  状  況

氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名職　名 備　　考

届　出 時 の 計 画

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名

　
兼任 講師 林　眞幾子 平成22年4月 健康と運動の科学A（健康）

（63） 健康と運動の科学C（文化）

　
兼任 講師 池田　光雄 平成22年4月 インターンシップⅠ

（62）

　
兼任 講師 貝塚　康宣 平成22年4月 調査データ分析A

（62）

　 中級スペイン語Ⅰ
兼任 講師 ﾍﾞｱﾄ ﾍﾞﾆﾄ ﾙｲｽ 平成22年4月 中級スペイン語Ⅱ

（61） 上級スペイン語Ⅰ
 上級スペイン語Ⅱ

兼任 講師 浅井　俊克 平成23年4月 インターンシップⅠ
（60）

　 初級フランス語Ⅰ
兼任 講師 松下　彩子 平成22年4月 初級フランス語Ⅱ

（60） 上級フランス語Ⅰ
上級フランス語Ⅱ

　
兼任 講師 上林　敬宗 平成22年4月 金融経済論 専 教授 中岡　望 平成22年4月 金融経済論

（59） 国際社会特殊講義A （64）

　 Freshman　English　AⅠ
兼任 講師 井上　幹子 平成22年4月 Freshman　English　AⅡ

（58） Freshman　English　BⅠ
Freshman　English　BⅡ
Freshman　English　CⅠ
Freshman　English　CⅡ
Sophomore　English　AⅠ
Sophomore　English　AⅡ
Sophomore　English　BⅠ
Sophomore　English　BⅡ
Sophomore　English　CⅠ
Sophomore　English　CⅡ

　 初級ハングルⅠ
兼任 講師 生越　まり子 平成22年4月 初級ハングルⅡ

（57） 中級ハングルⅠ
中級ハングルⅡ

　
兼任 講師 秋田　静男 平成22年4月 中級ドイツ語Ⅰ

（56） 中級ドイツ語Ⅱ

　 初級ドイツ語Ⅰ 初級ドイツ語Ⅰ
兼任 講師 滝田　佳奈子 平成22年4月 初級ドイツ語Ⅱ 兼任 講師 細井　直子 平成22年4月 初級ドイツ語Ⅱ

（56） 上級ドイツ語Ⅰ (39) 上級ドイツ語Ⅰ
上級ドイツ語Ⅱ 上級ドイツ語Ⅱ

　
兼任 講師 池田　幸也 平成22年4月 ボランティア学習

（56）
　

兼任 講師 山室　建徳 平成22年4月 歴史A（近代日本史）
（56） 日本史概説

兼任 講師 ｼｭｯｸ　陽子 平成23年4月

(56)

　
兼任 講師 石川　晃司 平成22年4月 政治思想

（55） 社会思想

　 Freshman　English　AⅠ
兼任 講師 宮武　磨紀子 平成22年4月 Freshman　English　AⅡ

（55） Freshman　English　BⅠ
Freshman　English　BⅡ
Freshman　English　CⅠ
Freshman　English　CⅡ
Sophomore　English　AⅠ
Sophomore　English　AⅡ
Sophomore　English　BⅠ
Sophomore　English　BⅡ
Sophomore　English　CⅠ

　 Sophomore　English　CⅡ
　
　

兼任 講師 伊藤　めぐみ 平成22年4月 女性学
（54）

　
兼任 講師 山田　満 平成22年4月 World of EnglishⅡ 兼担 教授 竹下（小島）裕子 平成22年4月 World of EnglishⅡ

（54） (54)

　 Freshman　English　AⅠ
兼任 講師 パック ジョン 平成22年4月 Freshman　English　AⅡ

（53） Freshman　English　BⅠ
Freshman　English　BⅡ
Sophomore　English　AⅠ
Sophomore　English　AⅡ
Sophomore　English　BⅠ
Sophomore　English　BⅡ

　
兼任 講師 王　京蒂 平成22年4月 中級中国語Ⅰ

（52） 中級中国語Ⅱ

教育の充実を図るため
増員(23)

教育の充実を図るため
専任教授が担当(23)

滝田佳奈子就任辞退
による担当者変更(22)

Extensive English Program A 教育の充実を図るため
増員(23)Extensive English Program C

山田満退職による担当
者変更(23)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

変  更  状  況

氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名職　名 備　　考

届　出 時 の 計 画

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名

　 　 　
兼任 講師 前川　明彦 平成22年4月 人文地理学

（52）

　 Freshman　English　BⅠ Freshman　English　BⅠ
兼任 講師 三浦　弘 平成22年4月 Freshman　English　BⅡ 兼任 講師 今井　澄子 平成23年4月 Freshman　English　BⅡ

（52） Freshman　English　CⅠ (51) Freshman　English　CⅠ
Freshman　English　CⅡ Freshman　English　CⅡ
Sophomore　English　BⅠ Sophomore　English　BⅠ
Sophomore　English　BⅡ Sophomore　English　BⅡ
Sophomore　English　CⅠ 兼任 講師 白川　尚志 平成23年4月 Sophomore　English　CⅠ
Sophomore　English　CⅡ (38) Sophomore　English　CⅡ

　
兼任 講師 岩渕　美克 平成22年4月 ジャーナリズム論Ⅱ

（51）

　 政治心理学
兼任 講師 河野　武司 平成22年4月 国際社会特殊講義B

（51） 政治的コミュニケーション論

　 Freshman　English　AⅠ
兼任 講師 小杉　弥生 平成22年4月 Freshman　English　AⅡ

（51） Freshman　English　BⅠ
Freshman　English　BⅡ
Freshman　English　CⅠ
Freshman　English　CⅡ
Sophomore　English　AⅠ
Sophomore　English　AⅡ
Sophomore　English　BⅠ
Sophomore　English　BⅡ
Sophomore　English　CⅠ
Sophomore　English　CⅡ

　 初級フランス語Ⅰ
兼任 講師 北澤　義尚 平成22年4月 初級フランス語Ⅱ

（50） 中級フランス語Ⅰ
中級フランス語Ⅱ

　
兼任 講師 千葉　貴律 平成22年4月 会計学Ⅰ

（49） 会計学Ⅱ

　
兼任 講師 増山　久美 平成22年4月 初級スペイン語Ⅰ

（48） 初級スペイン語Ⅱ

　 Freshman　English　AⅠ Freshman　English　AⅠ
兼任 講師 ティナ エリソン 平成22年4月 Freshman　English　AⅡ 兼任 講師 宗像　草花 平成23年4月 Freshman　English　AⅡ

（47） Freshman　English　CⅠ （32） Freshman　English　CⅠ
Freshman　English　CⅡ Freshman　English　CⅡ
Sophomore　English　AⅠ Sophomore　English　AⅠ
Sophomore　English　AⅡ Sophomore　English　AⅡ
Sophomore　English　CⅠ Sophomore　English　CⅠ
Sophomore　English　CⅡ Sophomore　English　CⅡ

　
兼任 講師 杉原　光雄 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（47） 基礎情報科学Ⅱ

兼任 講師 小林　淑恵 平成23年4月 国際社会特殊講義A
（45）

　 中級中国語Ⅰ 中級中国語Ⅰ
兼任 講師 呉　梅華 平成22年4月 中級中国語Ⅱ 兼任 講師 阿部　順子 平成23年4月 中級中国語Ⅱ

（45） 上級中国語Ⅰ （41） 上級中国語Ⅰ
上級中国語Ⅱ 上級中国語Ⅱ

　
兼任 講師 鈴木　卓 平成22年4月 日本語AⅠ 兼担 准教授 足立　恭則 平成22年4月 日本語AⅠ

（45） 日本語AⅡ （41） 日本語AⅡ

兼担 教授 竹下(小島)裕子 平成22年4月

（53）

兼任 講師 李　泓馥 平成23年4月 初級ハングルⅠ
（45） 初級ハングルⅡ

　
兼任 講師 八木　英一郎 平成22年4月 経営学

（44） マーケティング論 マーケティング論 担当者から外れる(23)

　
兼任 講師 宮嶋　俊一 平成22年4月 哲学概論Ⅰ

（43）

　
兼任 講師 高木　聡子 平成22年4月 健康と運動の科学A（健康）

（43）

　
兼任 講師 元木　章博 平成22年4月 情報検索

（42）

　
兼任 講師 尹　男淑 平成22年4月 上級ハングルⅠ 兼担 講師 春木　育美 平成22年4月 上級ハングルⅠ

（41） 上級ハングルⅡ （42） 上級ハングルⅡ

　
兼任 講師 石川　卓 平成22年4月 歴史C（現代史） 専 講師 今野　茂充 平成22年4月 歴史C（現代史）

（41） (34)

　
兼任 講師 菅谷　克行 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（40） 基礎情報科学Ⅱ

鈴木卓就任辞退による
担当者変更(22)

三浦弘退職による担当
者変更(23)

ﾃｨﾅ ｴﾘｿﾝ退職による
担当者変更(23)

教育の充実を図るため
増員(23)

呉梅華退職による担当
者変更(23)

国際コミニュケーションのための英語

国際コミニュケーションのための英語

教育の充実を図るため
増員(23)

尹男淑担当者死亡に
よる担当者変更(22)

石川卓就任辞退による
担当者変更(22)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

変  更  状  況

氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名職　名 備　　考

届　出 時 の 計 画

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名

　
兼任 講師 阿部　順子 平成22年4月 初級中国語Ⅰ

（40） 初級中国語Ⅱ

　
兼任 講師 福崎　千穂 平成22年4月 健康と運動の科学A（健康）

（40）

兼任 講師 赤石　恵一 平成23年4月

(39)

　 Freshman　English　AⅠ
兼任 講師 ﾊﾙﾃﾞｨﾝ ﾏｲｹﾙ ｼﾞｮｰｼﾞ 平成22年4月 Freshman　English　AⅡ

（38） Sophomore　English　AⅠ
Sophomore　English　AⅡ

　
兼任 講師 織田　竜也 平成22年4月 文化人類学 兼任 講師 中野　麻衣子 平成22年4月 文化人類学

（38） （40） 　

　
兼任 講師 張　文ショウ 平成22年4月 初級中国語Ⅰ

（37） 初級中国語Ⅱ

　
兼任 講師 西村　広光 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（37） 基礎情報科学Ⅱ コンピュータ言語 科目追加(23)

　 基礎情報科学Ⅰ
兼任 講師 小島　一成 平成22年4月 基礎情報科学Ⅱ

（36） アプリケーション応用A

　
兼任 講師 吉野　志保 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（36） 基礎情報科学Ⅱ

　
兼任 講師 高津　秀之 平成22年4月 外国史概説 兼担 教授 小久保　康之 平成22年4月 外国史概説

（36） ヨーロッパ入門 (52) ヨーロッパ入門　

　
兼任 講師 大久保　彩子 平成22年4月 地球環境論 兼任 講師 真田　康弘 平成23年4月 地球環境論

（35） (41)

　

　
兼任 講師 清水　唯一朗 平成22年4月 政治史 兼任 講師 小田　義幸 平成23年4月 政治史

（35） (35)

現代の日本の政治 兼任 講師 菅原　琢 平成23年4月 現代の日本の政治
(34)

　 数学リテラシーA 数学リテラシーA
兼任 講師 御園　真史 平成22年4月 数学リテラシーB 兼任 講師 新木　伸次 平成23年4月 数学リテラシーC

（34） 数学リテラシーC (30)

基礎情報科学Ⅰ 兼任 講師 山路　学 平成22年4月 数学リテラシーB
基礎情報科学Ⅱ (37) 基礎情報科学Ⅰ

基礎情報科学Ⅱ

アプリケーション応用B 兼任 講師 周村　諭里 平成23年4月 アプリケーション応用B
(31)

　
兼任 講師 澤田　康徳 平成22年4月 自然地理学

（33）

　
兼任 講師 村井　源 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（33） 基礎情報科学Ⅱ

　
兼任 講師 福永　和伸 平成22年4月 健康と運動の科学D（福祉） 兼担 教授 西　洋子 平成22年4月 健康と運動の科学D（福祉）

（32） （48）
 　

兼任 講師 伊藤　大輔 平成22年4月 初級中国語Ⅰ
（29） 初級中国語Ⅱ

　 備　　　　　考

教　授 准教授　 講　師 助　教 計 助　手 教　授 准教授　 講　師 助　教 計 助　手

7 6 2 0 15 0 8 5 4 0 17 0

（　9　） （　5　）　 （　3　） （　0　） （17） （0） ［　1　］ ［　△1　］ ［　2　］ ［　0　］ ［　2　］ ［　0　］

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

御園真史退職による担
当者変更(23)

Extensive English Program A 教育の充実を図るため
増員(23)Extensive English Program B

織田竜也就任辞退に
よる担当者変更(22)

高津秀之就任辞退に
よる担当者変更(22)

大久保彩子退職による
担当者変更(23)

清水唯一朗退職による
担当者変更(23)

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２３年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（２） 専任教員数

福永和伸就任辞退に
よる担当者変更(22)

（注）・届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「届出時の計画」には開設時現在の満年齢（科目就任時の満年齢ではありません）を，「変更状況」には

　　　　平成２３年５月１日現在の満年齢を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。
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（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位

１ 教授

２ 講師

（注）・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

三橋教授の辞任は、定年退職のため計画当初よりわかっていたので、専門分野が同等の教授を採用した。同時に三橋教授を兼任講師として担当させているので学生へ
の影響はない。
中嶌講師は学科内の専任教員と共に担当する科目であるので学生への影響はない。同等の講師を採用したので、影響は一斉ない。

専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

三橋　利光 定年退職による辞任。

中嶌　剛 任期満了により他大学への就任が決定したため辞任。
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５　教員組織の状況

＜国際社会学部　国際コミュニケーション学科＞

（１） 担当教員表

専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

　 　  　 Freshman English AⅠ
専 教授 進藤　久美子 平成22年4月 Freshman English AⅡ 教授

(学科主任) （64） 　 Sophomore English AⅠ
Sophomore English AⅡ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ

英語で学ぶ国際問題B
アメリカ・カナダ入門B

　 　  Freshman English BⅠ
専 教授 中村　捷 平成22年4月 Freshman English BⅡ

（65）  Freshman English CⅠ 兼任 講師 山田　大介 平成23年4月 Freshman English CⅠ 担当者変更(23)

 Freshman English CⅡ （34） Freshman English CⅡ
Sophomore English BⅠ Sophomore English BⅠ
Sophomore English BⅡ Sophomore English BⅡ
Sophomore English CⅠ
Sophomore English CⅡ
Advanced English E
英語学概論A
英語学概論B
日英後比較対照研究

　 　  Freshman English CⅠ
専 教授 ｽｨﾍﾟﾙ ﾊﾟﾄﾘｼｱ 平成22年4月 Freshman English CⅡ

（61） Sophomore English CⅠ
Sophomore English CⅡ
World of EnglishⅠ※
グローバリゼーションと日本
国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
英語で学ぶ地域問題A
日本研究入門B
日本研究B
Japanese Culture and History

　 　  キリスト教概論A
専 教授 島　創平 平成22年4月 キリスト教概論B

（58） キリスト教と現代B(歴史)
歴史B(西洋史)
人間と社会A(文学と歴史)

　 　  日本語表現
専 教授 与那覇　恵子 平成22年4月

（57） 日本語CⅠ
日本語CⅡ
フレッシュマンセミナー
日本文学
日本の文化B
選択英語Ⅰ
選択英語Ⅱ
選択英語Ⅲ
選択英語Ⅳ
選択英語Ⅴ
選択英語Ⅵ

　 　  国際社会基礎演習Ⅰ
専 教授 池田　明史 平成22年4月 国際社会基礎演習Ⅱ

（54） 中東入門
地域紛争論
英語で学ぶ国際問題A
現代の中東
世界人権論
宗教と国際社会
国際社会研究Ⅰ
国際社会研究Ⅱ
国際社会研究Ⅲ
国際社会研究Ⅳ

　 　  Freshman English AⅠ
専 教授 竹下(小島)裕子 平成22年4月 Freshman English AⅡ

（53） Freshman English BⅠ
Freshman English BⅡ
Sophomore English AⅠ
Sophomore English AⅡ
Sophomore English BⅠ
Sophomore English BⅡ

　 Advanced English A
　 Advanced English B
　 Advanced English C

Advanced English D
Advanced English E
World of EnglishⅠ※
World of EnglishⅡ※
国際理解のための英語

届　出 時 の 計 画 変  更  状  況

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名 職　名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 備　　考

進藤久美子任期満了
のため学科主任の任を
とく(23)

グローバリゼーションとジェンダー

古典語で学ぶアジア・ヨーロッパB　隔年

人間と社会B(ことば(言語)の世界を考える)※

国際コミニュケーションのための英語 担当者辞退による担当
科目の追加(22)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

届　出 時 の 計 画 変  更  状  況

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名 職　名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 備　　考

　 　  中級中国語Ⅰ
専 教授 望月　敏弘 平成22年4月 中級中国語Ⅱ 教授

（53） フレッシュマンセミナー （学科主任）

国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
アジアの現代を読むⅠ
アジアの現代を読むⅡ
アジア入門A
現代のアジアA

　 　  フレッシュマンセミナー
専 教授 古川　のり子 平成22年4月 国際社会基礎演習Ⅰ

（51） 国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
プロジェクト演習
日本研究入門A 兼任 講師 平藤　喜久子 平成23年4月 日本研究入門A 担当者変更(23)

日本研究A (38) 日本研究A

専 教授 小久保　康之 平成22年4月 外国史概説
(52) 現代のヨーロッパA

ヨーロッパ入門A
英語で学ぶ地域問題B
歴史B(西洋史)
フレッシュマンセミナー
国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ

専 教授 望月　克也 平成23年4月 地域研究入門
(50) プロジェクト演習

国際社会特殊講義B
フレッシュマンセミナー
国際社会基礎演習Ⅰ
国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅰ
国際社会演習Ⅱ
国際社会演習Ⅲ
国際社会演習Ⅳ
英語で学ぶ国際問題B
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ特殊講義B
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ特殊講義C

　 　  キリスト教概論A
専 准教授 三上　章 平成22年4月 キリスト教概論B 教授

（61） キリスト教と現代A(平和)
キリスト教思想史
聖書学A　隔年
聖書学B　隔年

キリスト教と日本

　 　  Freshman English AⅠ
専 准教授 奥山　礼子 平成22年4月 Freshman English AⅡ 教授

（53） Freshman English BⅠ
Freshman English BⅡ
Sophomore English AⅠ
Sophomore English AⅡ
Advanced English A

英米表現文化で学ぶ地域問題B
現代の英米表現文化A
現代の英米表現文化B
英米表現特殊文化講義

　 　  日本語表現 兼任 講師 藤田　和美 平成23年4月 日本語表現 担当者変更(23)

専 准教授 足立　恭則 平成22年4月 （46）
（41） 海外英語実習A

海外英語実習B
日本語BⅠ
Study Abroad Preparation
国際社会海外演習Ⅰ
国際社会海外演習Ⅱ
海外研修
日本語教育法AⅠ
日本語教育法AⅡ
日本語教育法BⅠ
日本語教育法BⅡ
日本語教育法CⅠ
日本語教育法CⅡ

日本語AⅠ
日本語AⅡ

　 　  フレッシュマンセミナー
専 講師 春木　育美 平成22年4月 国際社会基礎演習Ⅰ

（42） 国際社会基礎演習Ⅱ
国際社会演習Ⅳ
比較文化論
多文化社会論
現代のアジアを読むⅠ
現代のアジアを読むⅡ
現代のアジアC

上級ハングルⅠ
上級ハングルⅡ

古典語で学ぶアジア・ヨーロッパC　隔年

望月敏弘学科主任に
就任(23)

国際コミュニケーション特殊講義A

教育の充実を図るため
新規採用(22)

教育の充実を図るため
新規採用(23)

准教授→教授へ職位
変更(22)

古典語で学ぶアジア・ヨーロッパD　隔年

准教授→教授へ職位
変更(23)

英米表現文化で学ぶ地域問題A

人間と社会B(ことば(言語)の世界を考える)※

担当者辞退による担当
科目の追加(22)

担当者死亡のため担
当科目追加(22)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

届　出 時 の 計 画 変  更  状  況

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名 職　名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 備　　考

　 　  Freshman English BⅠ
専 講師 丸山　有香 平成22年4月 Freshman English BⅡ

（34） Freshman English CⅠ
Freshman English CⅡ

丸山　有香 Sophomore English BⅠ
（34） Sophomore English BⅡ

Sophomore English CⅠ
Sophomore English CⅡ
Extensive English Program B
Advanced English C
Advanced English D
Advanced English E

　 　  国際社会学 国際社会学
兼坦 教授 三橋　利光 平成22年4月 グローバリズムの思想 兼任 講師 平成23年4月 グローバリズムの思想

（66）  ラテンアメリカ入門 ラテンアメリカ入門
現代のラテンアメリカ 現代のラテンアメリカ
地域研究入門 地域研究入門
ヨーロッパを読むⅠ 兼任 講師 池田　祥英 平成22年4月 ヨーロッパの現代を読むⅠ
ヨーロッパを読むⅡ （38） ヨーロッパの現代を読むⅡ

　 　  

兼坦 教授 林　文 平成22年4月 統計学
（66）  

　 　  
兼坦 教授 飯島　千雍子 平成22年4月 キリスト教と現代E（音楽）

（64）  

　 　  国際関係入門
兼坦 教授 高松　基之 平成22年4月 国際関係史Ⅰ

（63） 国際関係史Ⅱ
国際機構論
アメリカ･カナダ入門A
現代のアメリカ・カナダA

　 　  キリスト教概論A
兼坦 教授 吉岡　良昌 平成22年4月 キリスト教概論B

（62）  キリスト教と現代C(教育)

　 　  

兼坦 教授 藤村　久美子 平成22年4月 女性学
（62）

　 　  国際関係論Ⅰ
兼坦 教授 滝沢　三郎 平成22年4月 国際関係論Ⅱ

（62） 世界システム論
单北問題
移民・難民問題

　 　  

兼坦 教授 川崎　末美 平成22年4月 キャリア設計
（61）

　 　  

兼坦 教授 有田(宇野)富美子 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ
（60） 基礎情報科学Ⅱ

　 　  

兼坦 教授 石津　珠子 平成22年4月 キリスト教と現代D(美術)
（60）

　 　  経済学
兼坦 教授 宮崎　正康 平成22年4月 経済史

（60）

　 　  

兼坦 教授 横倉　聡 平成22年4月 現代社会と福祉
（58）

　 　  

兼坦 教授 渡辺(岩田)和子 平成22年4月

（58） 人間と社会B

　 　  

兼坦 教授 石渡　和実 平成22年4月 人権論
（57）

　 　  

兼坦 教授 岡本　浩一 平成22年4月 World of EnglishⅠ※
（54）

　 　  

兼坦 教授 村上　哲郎 平成22年4月 健康科学
（54）

　 　  

兼坦 教授 町田　幸彦 平成22年4月 グローバリゼーションとメディア
（53）

　 　  
兼坦 教授 高木　栄作 平成22年4月 World of EnglishⅡ※ 専任 教授 竹下　裕子 平成22年4月 World of EnglishⅡ※

（51） （54）

　 　  健康と運動の科学C(文化)
兼坦 教授 西　洋子 平成22年4月 健康と運動の科学D(福祉)

（48） 健康科学概論

　 　  

兼坦 教授 柳沢　昌義 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ
（40） 基礎情報科学Ⅱ

　 　 　
　　 　 　 　 　 兼担 教授 中岡　望 平成22年4月 英語で学ぶ地域問題A

　 （63） 　
　

　 　  

兼坦 准教授 赤枝　紅子 平成22年4月 Advanced English C
（58） Advanced English D

　 　  

兼坦 准教授 林　直子 平成22年4月 女性と福祉
（58）

古典語で学ぶアジア・ヨーロッパA　隔年

担当者高木栄作死亡
のため担当者変更(23)

教育の充実を図るため
増員(22)

三橋利光定年退職の
ため兼担から兼任に変
更(23)

三橋利光定年退職の
ため担当者変更(23)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

届　出 時 の 計 画 変  更  状  況

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名 職　名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 備　　考

　 　  

兼坦 准教授 名嘉　憲夫 平成22年4月 政治学
（53）

　 　  キャリア設計
兼坦 准教授 澁谷　隆良 平成22年4月 健康と運動の科学A(健康)

（52） 健康と運動の科学B(技術)
健康科学

　 　  

兼坦 准教授 坪内　千明 平成22年4月 キャリア設計 教授
（51）

　 　  

兼坦 准教授 長谷川　かおり 平成22年4月 キャリア設計
（46） 平和のための社会システム

　 　  法学
兼坦 准教授 坪井　龍太 平成22年4月 单北問題

（45） 移民・難民問題
日本国憲法

　 　  国際協力入門
兼坦 准教授 吉川　健治 平成22年4月 国際協力論

（48） 国際NGO論
国際開発論
国際ボランティア論
英語で学ぶ地域問題B
アジア入門B 兼任 講師 平川　幸子 平成23年4月 アジア入門B 担当者変更(23)

現代のアジアB （48） 現代のアジアB
　 　  Advanced English C

兼坦 准教授 高橋　基治 平成22年4月 Advanced English D 教授
（44） Advanced English E

Extensive English Program A

　 　  World of EnglishⅠ※
兼坦 講師 ｿﾚｲｼｨ ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ 平成22年4月 Advanced English A  　

（41） Advanced English B
Advanced English E
Extensive English Program C

　 　  

兼坦 講師 中島　剛 平成22年4月 キャリア設計 兼担 講師 岡井（樋口）崇之 平成23年4月 キャリア設計
（35） （36）

兼担 講師 小寺　敦之 平成23年4月 プロジェクト演習
（34）

 Freshman　English　AⅠ
兼任 講師 ﾔﾝｸﾞ ｸﾘｽﾃｨｰﾝ 平成22年4月 Freshman　English　AⅡ

（64） Sophomore　English　AⅠ
Sophomore　English　AⅡ

 初級フランス語Ⅰ 初級フランス語Ⅰ
兼任 講師 藤原　幸久 平成22年4月 初級フランス語Ⅱ 兼任 講師 佐藤　久仁子 平成23年4月 初級フランス語Ⅱ

（63） 中級フランス語Ⅰ （37） 中級フランス語Ⅰ
中級フランス語Ⅱ 中級フランス語Ⅱ

 
兼任 講師 林　眞幾子 平成22年4月 健康と運動の科学A（健康）

（63） 健康と運動の科学C（文化）

 中級スペイン語Ⅰ
兼任 講師 ﾍﾞｱﾄ ﾍﾞﾆﾄ ﾙｲｽ 平成22年4月 中級スペイン語Ⅱ

（61） 上級スペイン語Ⅰ
上級スペイン語Ⅱ

 
兼任 講師 生越　まり子 平成22年4月 中級ハングルⅠ

（57） 中級ハングルⅡ

 初級ドイツ語Ⅰ
兼任 講師 秋田　静男 平成22年4月 初級ドイツ語Ⅱ

（56） 中級ドイツ語Ⅰ
中級ドイツ語Ⅱ

 
兼任 講師 滝田　佳奈子 平成22年4月 上級ドイツ語Ⅰ 兼任 講師 細井　直子 平成22年4月 上級ドイツ語Ⅰ

（56） 上級ドイツ語Ⅱ (39) 上級ドイツ語Ⅱ

 
兼任 講師 池田　幸也 平成22年4月 ボランティア学習

（56）

 
兼任 講師 山室　建徳 平成22年4月 歴史A（近代日本史）

（56） 日本史概説

兼任 講師 ｼｭｯｸ　陽子 平成23年4月

(56)

 Freshman　English　BⅠ
兼任 講師 山本　豊子 平成22年4月 Freshman　English　BⅡ

（55） Freshman　English　CⅠ
Freshman　English　CⅡ
Sophomore　English　BⅠ
Sophomore　English　BⅡ
Sophomore　English　CⅠ
Sophomore　English　CⅡ

兼任 講師 武藤　純子 平成23年4月 日本の文化A
（55）

 
兼任 講師 伊藤　めぐみ 平成22年4月 女性学

（54）

 
兼任 講師 佐伯　康子 平成22年4月 オセアニア入門

（54） 現代のオセアニア

准教授→教授へ職位
変更(23)

Extensive English Program A 教育の充実を図るため
増員(23)Extensive English Program C

准教授→教授へ職位
変更(22)

中嶌剛任期満了による
担当者変更(23)

教育の充実を図るため
新規採用(23)

藤原幸久退職による担
当者変更(23)

滝田佳奈子就任辞退
による担当者変更(22)

教育の充実を図るため
増員(23)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

届　出 時 の 計 画 変  更  状  況

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名 職　名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 備　　考

  初級中国語Ⅰ
兼任 講師 王　京蒂 平成22年4月 初級中国語Ⅱ

（52） 上級中国語Ⅰ
上級中国語Ⅱ

　 　  
兼任 講師 前川　明彦 平成22年4月 人文地理学

（52）

 
兼任 講師 山本　昭代 平成22年4月 初級スペイン語Ⅰ

（49） 初級スペイン語Ⅱ

 
兼任 講師 杉原　光雄 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（47） 基礎情報科学Ⅱ

 
兼任 講師 北村　唯司 平成22年4月 初級ハングルⅠ

（46） 初級ハングルⅡ

 
兼任 講師 呉　梅華 平成22年4月 初級中国語Ⅰ 兼任 講師 張　文ショウ 平成23年4月 初級中国語Ⅰ

（45） 初級中国語Ⅱ （38） 初級中国語Ⅱ

 日本語AⅠ
兼任 講師 鈴木　卓 平成22年4月 日本語AⅡ 専 准教授 足立　恭則 平成22年4月 日本語AⅠ

（45） （41） 日本語AⅡ

専 教授 竹下(小島)裕子 平成22年4月

（53）

兼任 講師 李　泓馥 平成23年4月 初級ハングルⅠ
（45） 初級ハングルⅡ

 
兼任 講師 宮嶋　俊一 平成22年4月 哲学概論

（43）

 
兼任 講師 高木　聡子 平成22年4月 健康と運動の科学A（健康）

（43）
 
 

兼任 講師 光吉　淑江 平成22年4月 兼任 講師 小野寺　利行 平成23年4月

（43）  （41）

 
兼任 講師 泉　淳 平成22年4月 英語で学ぶ地域問題C

（43）

 
兼任 講師 余　志紅 平成22年4月 初級中国語Ⅰ

（42） 初級中国語Ⅱ

 
兼任 講師 元木　章博 平成22年4月 情報検索

（42）

 
兼任 講師 尹　男淑 平成22年4月 上級ハングルⅠ 専 講師 春木　育美 平成22年4月 上級ハングルⅠ

（41） 上級ハングルⅡ （42） 上級ハングルⅡ

 Freshman　English　BⅠ Freshman　English　BⅠ
兼任 講師 鶴田　達成 平成22年4月 Freshman　English　BⅡ 兼任 講師 前野　澄子 平成22年4月 Freshman　English　BⅡ

（41） Freshman　English　CⅠ (66) Freshman　English　CⅠ
Freshman　English　CⅡ Freshman　English　CⅡ
Sophomore　English　BⅠ Sophomore　English　BⅠ
Sophomore　English　BⅡ Sophomore　English　BⅡ
Sophomore　English　CⅠ Sophomore　English　CⅠ
Sophomore　English　CⅡ Sophomore　English　CⅡ

兼任 講師 ﾀﾝﾄﾞﾝ ｻﾃｨｯｼｭ 平成23年4月 Freshman　English　CⅠ 担当者変更(23)

（58） Freshman　English　CⅡ

 
兼任 講師 石川　卓 平成22年4月 歴史C（現代史） 兼担 講師 今野　茂充 平成22年4月 歴史C（現代史）

（41） (34)

 
兼任 講師 菅谷　克行 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（40） 基礎情報科学Ⅱ

 
兼任 講師 阿部　順子 平成22年4月 中級中国語Ⅰ

（40） 中級中国語Ⅱ

 
兼任 講師 片上　英俊 平成22年4月

（40）

 
兼任 講師 福崎　千穂 平成22年4月 健康と運動の科学A（健康）

（40）

 
兼任 講師 渋谷　百代 平成22年4月 異文化コミュニケーション論

（40） 異文化コミュニケーション入門

兼任 講師 赤石　恵一 平成23年4月

(39)

 初級フランス語Ⅰ
兼任 講師 石上　亜紀子 平成22年4月 初級フランス語Ⅱ

（38） 上級フランス語Ⅰ
上級フランス語Ⅱ

 
兼任 講師 織田　竜也 平成22年4月 文化人類学 兼任 講師 中野　麻衣子 平成22年4月 文化人類学

（38） グローバリゼーションと文化 （40） グローバリゼーションと文化

 
兼任 講師 清水　強志 平成22年4月 社会学 兼任 講師 池田　祥英 平成23年4月 社会学

（38） （38）

  
兼任 講師 西村　広光 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（37） 基礎情報科学Ⅱ コンピュータ言語 科目追加(23)

  
兼任 講師 池田　祥英 平成22年4月 ヨーロッパ入門B

（37） 現代のヨーロッパB
社会学 科目追加(23)

ヨーロッパの現代を読むⅠ

担当者尹男淑死亡によ
る担当者変更(22)

呉梅華退職による担当
者変更(23)

鈴木卓就任辞退による
担当者変更(22)国際コミニュケーションのための英語

国際コミニュケーションのための英語

教育の充実を図るため
増員(23)

国際コミュニケーション特殊講義B 国際コミュニケーション特殊講義A 光吉淑江退職による担
当者変更(23)国際コミュニケーション特殊講義B

鶴田達成就任辞退によ
る担当者変更(22)

石川卓就任辞退による
担当者変更(22)

国際コミュニケーション特殊講義C

Extensive English Program A 教育の充実を図るため
増員(23)Extensive English Program B

織田竜也就任辞退によ
る担当者変更(22)

清水強志退職による担
当者変更(23)
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専任・ 専任・

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

届　出 時 の 計 画 変  更  状  況

職名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目の名 職　名
氏　　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名 備　　考

 基礎情報科学Ⅰ
兼任 講師 小島　一成 平成22年4月 基礎情報科学Ⅱ

（36） アプリケーション応用A
アプリケーション応用B

 
兼任 講師 吉野　志保 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（36） 基礎情報科学Ⅱ

 
兼任 講師 高津　秀之 平成22年4月 外国史概説 専 教授 小久保　康之 平成22年4月 外国史概説

（36） ヨーロッパ入門A (52) ヨーロッパ入門A
現代のヨーロッパA 現代のヨーロッパA

 
兼任 講師 大久保　彩子 平成22年4月 地球環境論 兼任 講師 真田　康弘 平成23年4月 地球環境論

（35） (41)
　

 Freshman　English　AⅠ Freshman　English　AⅠ
兼任 講師 ﾎﾜｲﾄ ﾏｼｭｰ 平成22年4月 Freshman　English　AⅡ 兼任 講師 中村　明美 平成23年4月 Freshman　English　AⅡ

（35） Sophomore　English　AⅠ (41) Sophomore　English　AⅠ
Sophomore　English　AⅡ Sophomore　English　AⅡ

  
兼任 講師 清水　唯一朗 平成22年4月 政治史 兼任 講師 小田　義幸 平成23年4月 政治史

（35） (35)

 数学リテラシーA 数学リテラシーA
兼任 講師 御園　真史 平成22年4月 数学リテラシーB 兼任 講師 新木　伸次 平成23年4月 数学リテラシーC

（34） 数学リテラシーC (30)

基礎情報科学Ⅰ 兼任 講師 山路　学 平成22年4月 数学リテラシーB
基礎情報科学Ⅱ (37) 基礎情報科学Ⅰ

基礎情報科学Ⅱ

アプリケーション応用B 兼任 講師 周村　諭里 平成23年4月 アプリケーション応用B
(31)

  
兼任 講師 梅津　聖子 平成22年4月 日本語教育法DⅠ

（33） 日本語教育法DⅡ

 
兼任 講師 澤田　康徳 平成22年4月 自然地理学

（33）

 
兼任 講師 村井　源 平成22年4月 基礎情報科学Ⅰ

（33） 基礎情報科学Ⅱ

  
兼任 講師 福永　和伸 平成22年4月 健康と運動の科学D（福祉） 兼担 教授 西　洋子 平成22年4月 健康と運動の科学D（福祉）

（32） （48）

　 備　　　　　考

教　授 准教授　 講　師 助　教 計 助　手 教　授 准教授　 講　師 助　教 計 助　手

9 3 2 0 14 0 13 1 2 0 16 0

(　11　) （　2　）　 （　2　） （　0　） （　15　） （　0　） ［　4　］ ［ △2 ］ ［　0　］ ［　0　］ ［　2　］ ［　0　］

清水唯一朗退職による
担当者変更(23)

高津秀之就任辞退によ
る担当者変更(22)

大久保彩子退職による
担当者変更(23)

ﾎﾜｲﾄ ﾏｼｭｰ退職による
担当者変更(23)

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

御園真史退職による担
当者変更(23)

福永和伸就任辞退によ
る担当者変更(22)

（注）・届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に
　　　　所属している場合は，〈○○学部　△△学科〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。
　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。
　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。
　　　・　年齢は，「届出時の計画」には開設時現在の満年齢（科目就任時の満年齢ではありません）を，「変更状況」には
　　　　平成２３年５月１日現在の満年齢を記入してください。
　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，
　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（２） 専任教員数

届　出　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２３年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の
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（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位

－  　該当なし

（注）・届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

該当なし

（注）・上記（３）の教員の辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時 「該当なし」 「該当なし」 「該当なし」

（２２年５月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年□□月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（●●年●●月）

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記入して

　　　　ください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

６　留意事項に対する履行状況等

（注）・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　　履行状況等について，毎年度，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料を添付

　　　　してください。
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変更内容・状況，今後の見通しなど

　　・FD活動に関する情報の収集と提供

　　・その他、FDに関連する事項

　　・学長の諮問する事項

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

        ＦＤ委員会：2010年度に大学各種委員会の一つとして、ＦＤ委員会が設置された。人間科学、国際社会両学部長、両学科主
       任2名、ならびに大学院人間科学研究科、国際協力研究科両科長が含まれる。委員数は2010年度は9名体制でスタートしたが、
       FD活動の推進体制を強化するため2011年度は716名体制としたで、人間科学、国際社会両学部長、学科主任2名が含まれる。

委員会は月1回程度開催する予定であるしている。第1回委員会は5月12日に開催された。2010年度の委員会開催状況は以下
の通りである。

・ＦＤ委員会の具体的活動内容の検討

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　第2回　2010年6月23日　8名出席

　　　　第3回　2010年7月21日　9名出席

　　　　第4回　2010年9月29日　7名出席

　　　　第5回　2010年10月27日　9名出席

　　　　第6回　2010年11月24日　6名出席

　　　　第7回　2011年1月19日　5名出席

・ＦＤに関する研修会や講演会への参加

②　実施状況

　本学のＦＤ委員会は発足したばかりであり後1年を経過したが、まだ本格的活動にはいたっていないが、今後の具体的活動
として、以下の事項が予定されている。建学の精神にもとづいた教育理念及び教育目標を実現するため、教育水準の質的向上
の推進を目指し様々な取り組みの検討を行っている。具体的な活動として、以下の事項について検討ならびに実施を行った。

　　・FD活動の基本方針の策定

　　・FD研修会及び講習会の開催

　　・教員の教授法の改善及び教授活動の支援

　　・各学部等が行うFD活動の支援

・授業評価アンケートの改善の検討

・学内のＦＤ活動の組織化の検討

・授業改善のための教員の相互交流の検討

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　　第1回　2010年5月12日　8名出席

７　その他全般的事項

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

＜国際社会学部　国際社会学科＞

＜国際社会学部　国際コミュニケーション学科＞

（１） 設置計画変更事項等

認　可　時　の　計　画

　該当なし
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　　・「各学部等が行うFD活動の支援」

　従来は各学部・学科・科目などでそれぞれ行われてきた教育指導改善の取り組みを、総合的に支援する体制を整える。

「学内におけるＦＤに関する講演会や研修会の実施」

　外部講師を招いて、ＦＤに関する教員の意識や関心を高める。

「授業改善のための教員の相互交流の促進」

　公開授業や教員間の授業参観などの促進を図る。

　　　　従来のFD活動が組織的な取り組みとなっていないことから、FD委員会規則にFD活動の定義を明確に定め共有化した。

　　　(1)2010年8月6日に保育子ども学科FD研修会を開催した。参加者数は名。

　　　　①学科の理念の実践の課題②カリキュラムの課題③教育実習の課題④教科担当者としての課題について検討を行った。

　　・「各学部等が行うFD活動の支援」「FD活動に関する情報の収集と提供」

　　・2010年6月23日　成績評価分布調査報告（FD委員会）

　　・2010年7月21日　教務委員会に対し成績評価ガイドラインの見直し、ガイドライン遵守の徹底依頼

　　・2010年7月16日～29日　2010年度前期科目授業評価アンケート実施

　　・2010年8月6日　保育子ども学科FD研修会　名参加

　　・2010年9月29日　学生の主体性を引き出す授業方法等について具体策の検討（FD委員会）

　　・2010年10月27日　学生の主体性を引き出す授業方法等について具体策の検討（継続）（FD委員会）

・学内におけるＦＤに関する講演会や研修会の実施

・授業改善のための教員の相互交流の促進

「授業評価アンケート」

　従来は前期・後期の全科目について19の設問に対するマークシート方法で実施してきたが、アンケートの結果は各教員に伝
えられるだけであった。今後は、従来なされてこなかった回答結果に対する総合的な分析や評価を行いたい。また、アンケー
トの質問項目や実施方法について、改善を図りたい。

「ＦＤに関する研修会や講演会への参加」
  学外におけるＦＤ活動の状況についての情報をできるだけ集めるため、委員は関係する研修会や講演会の参加に努める。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・「FD活動に関する情報の収集と提供」

　ｂ　実施方法

　　・「教員の教授法の改善及び教授活動の支援」

　本学のＦＤ委員会は発足したばかりであり、第1回委員会は5月12日に開催された。まだ本格的活動にはいたっていない。　

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　委員会の開催状況は前述の通り。その他は以下の通り。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　前述したように本学のＦＤ委員会は発足したばかりであり、具体的には今後の活動を通して授業改善への具体的な取り組みには
    至っていない。今後の活動を通して、成果を挙げていきたい。

　　・「FD活動の基本方針の策定」

　　・「FD研修会及び講習会の開催」

　　・「教員の教授法の改善及び教授活動の支援」

　学生の授業評価とその活用の問題について、従来から前期・後期の全科目について19の設問に対するマークシート方式で実
施してきたが、アンケート結果に対する総合的な分析や評価手段、公表方法について他大学の事例を参考に検討を重ねた。今
後も継続して検討していく。

　従来は各学部・学科・科目や各種委員会などでそれぞれ行われてきた教育水準の質的向上の推進のための取り組みを総合的
に支援するための組織としてFD委員会を位置づけ、各学部・学科等が行うFD活動の情報収集及び支援、提案を行った。
　具体的には、①保育子ども学科のFD研修会の結果報告（前述）②教務委員会に対し、学生の学ぶ意欲を引き出し学習習慣を
みにつけるためのシステム設計の検討を依頼し、成績評価ガイドラインの見直しとガイドライン遵守の徹底を行うように依頼
した。

「学内のＦＤ活動支援体制作り」

　ａ　実施内容

　　・「FD活動の基本方針の策定」

　　・「FD研修会及び講習会の開催」

・授業評価アンケート

・ＦＤに関する研究会や講演会への参加

・学内のＦＤ活動支援体制作り
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②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　

　　・平成２２年３月２５日　(学院ホームページ)

　　・平成２２年４月　１日　(大学ホームページ)

　　・平成２２年６月末日　　(報告書刊行予定)

　ｂ　公表方法

　

　　・自己点検・評価報告書を刊行し、学内および他大学に配布予定した。
　　・大学ホームページおよび大学ホームページに公開済。

③　認証評価を受ける計画
　

　　・平成２１年度に評価機関（財団法人大学基準協会）の評価を受けた。次回は平成２８年度に受審予定。

　特に指定校の応募状況は予想を上回るものがあり、今回の学部再編が高校の進路担当から好意的に受け止められていること
を示している。

　2010年4月より初年次のカリキュラムが展開され、現在（20102011年5月1日）のところ順調に進んでいる。

○学生の教育に関して

　　　　いて記入してください。

（注）・　届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　「学校法人東洋英和女学院大学　東洋英和女学院大学自己点検・評価実施に関する規則」「同法人同大学自己点検・評価部門委員会
実施細則」に基づき、自ら点検・評価を行い、大学設置の趣旨・目的が十分に達成されるよう、全学を挙げて取り組んでいる。

○入学志願者数および入学者数に関して

○カリキュラムおよび専任教員の変更

　　・自己点検・評価報告書を刊行し，近隣企業（○○社）及び希望があった学生（○○名）に各１冊を配布

　　・大学ホームページ上に公開予定（本年８月末を予定）

　届け出通りのカリキュラムを実施している。専任教員配置に関しては、国際社会学部に32名の教員を増員し教育の充実を図
ることとした。内訳は、国際社会学科で教授1名（地域研究、ラテンアメリカ）が定年退職し、同じく国際社会学科に教授講
師1名（社会心理学・メディア論リテラシー）、講師1名（国際関係論）、国際コミュニケーション学科に教授1名（地域研
究、ヨーロッパアフリカ）であるを増員した。

　本カリキュラム初年度にあたる2010年度の国際社会学科の志願者数は、120人の定員に対して968人で、合格者数は366人、
入学者数が149人であった。同じく国際コミュニケーション学科の志願者数は120人の定員に対して774人、合格者数は342人、
入学者数は139人であった。

  2011年度の国際社会学科の志願者数は、120人の定員に対して537人で、合格者数は382人、入学者数が143人であった。同じ
く国際コミュニケーション学科の志願者数は120人の定員に対して662人、合格者数は432人、入学者数は146人であった。

  2011年度は学部定員240人に対して入学者総数は288289人で、定員充足率は120％であった。次年度以降の応募状況に関して
は予断を許さないが、今年度募集に関しては概ね順調といえる。
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　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　（  http://www.toyoeiwa.ac.jp/gaiyoudaigaku/about/jyohoindex.html?top   ）

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp

　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

（４） 情報提供に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（　平成　２２２３年　５　月　３１　日　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク
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